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政
府
職
員
の
通
報
が
公
益
通
報
保
護
制
度
の
対
象
に
な
る
か
否
か
の
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
十
三
日
、
義
�
文
部
科
学
副
大
臣
は
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
「
文
部
科
学
省
の
現
職
職
員
が
公
益
通
報
保
護
制
度

の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
通
報
の
内
容
と
し
て
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
ほ
か
の
利
益
の
保
護
に
関
わ
る
特

定
の
法
律
に
規
定
す
る
刑
罰
規
定
違
反
に
関
す
る
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
」
「
職
務
内
の
法
令
違
反
行
為
の
事
実
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
当
該
告
発
の
内
容
が
法
令
違
反
に
該
当
し
な
い
場
合
、
非
公
知
の
行
政

運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
上
司
の
許
可
な
く
外
部
に
流
出
さ
れ
る
こ
と
は
国
家
公
務
員
法
」
違
反
に
な
る
と
の
認
識
を
示
し
て
い

る
。公

益
通
報
者
保
護
法
第
一
条
で
は
、
「
公
益
通
報
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
利

益
の
保
護
に
か
か
わ
る
法
令
の
規
定
の
遵
守
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
安
定
及
び
社
会
経
済
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
」
と
明
示
し
、
同
法
第
七
条
で
「
第
三
条
各
号
に
定
め
る
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
一
般
職
の
国
家
公

務
員
」
等
に
「
対
す
る
免
職
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
国
家
公
務
員
法
、
国
会
職
員
法
、
自
衛
隊
法
及
び
地
方
公
務
員
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一

般
職
の
国
家
公
務
員
等
の
任
命
権
者
そ
の
他
の
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
者
は
、
第
三
条
各
号
に
定
め
る
公
益
通

一



報
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
一
般
職
の
国
家
公
務
員
等
に
対
し
て
免
職
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱
い
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
規
定
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
発
言
に
関
連
し
て
、
政
府
職
員
が
公
益
通
報
保
護
制
度
の
対
象
に
な
る
か
否
か
の
基
準
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
た

め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
は
、
「
職
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退

い
た
後
と
い
え
ど
も
同
様
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
法
令
に
基
づ
く
公
益
通
報
保
護
制
度
の
対
象
に

な
る
場
合
、
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

二

公
益
通
報
者
保
護
法
で
い
う
国
家
公
務
員
が
公
益
通
報
保
護
制
度
の
対
象
に
な
る
場
合
、
国
家
公
務
員
法
上
の
守
秘
義
務

違
反
を
免
責
さ
れ
る
事
例
の
具
体
的
な
指
針
は
存
在
す
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
い
う
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
こ
ま
で
の
範
囲
が
含
ま
れ

る
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
非
公
知
の
行
政
運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ
る
も
の
の
う

ち
、
枢
要
な
も
の
に
限
ら
れ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
い
う
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
」
が
「
非
公
知
の
行
政
運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
あ

二



る
と
す
れ
ば
、
元
上
司
な
ど
が
当
該
情
報
を
報
道
機
関
等
に
提
供
し
、
そ
れ
が
報
道
で
広
く
国
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

既
に
「
非
公
知
の
行
政
運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
は
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
違
法
性
は
阻
却
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
い
う
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
」
を
漏
ら
す
こ
と
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
事
由
と

な
る
も
の
は
、
「
そ
の
通
報
の
内
容
と
し
て
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
ほ
か
の
利
益
の
保
護
に
関
わ
る
特
定
の
法

律
に
規
定
す
る
刑
罰
規
定
違
反
に
関
す
る
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
」
「
職
務
内
の
法
令
違
反
行
為
の
事
実
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
」
の
み
で
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

五
に
関
連
し
て
、
国
家
公
務
員
法
上
の
守
秘
義
務
違
反
が
免
責
さ
れ
る
事
由
に
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
で
保
障
さ
れ

る
国
民
の
知
る
権
利
に
資
す
る
こ
と
や
報
道
機
関
等
に
公
益
性
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
行
為
で
あ
る
こ
と
は
含
ま
れ
る
の

か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

行
政
運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
透
明
化
す
る
た
め
、
明
確
な
違
法
性
を
持
つ
に
至
ら
な
い
と
し
て
も
、
日
本
国
憲
法
第
十
五

条
第
二
項
で
い
う
「
す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
つ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
」
と
の
規
定
を
踏
ま
え
れ

ば
、
政
府
職
員
が
自
律
的
に
職
務
倫
理
上
必
要
と
さ
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
「
非
公
知
の
行
政
運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
報

三



道
機
関
等
に
提
供
し
、
国
民
の
知
る
権
利
に
資
す
る
こ
と
は
容
認
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


